
技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

受験番号 

問題番号 

技術部門 

枚 数   枚中   枚 

１ － ２ － ２  ２ １ 世 紀 の な か ば で は 、 一 般 的 に 材 価 の

向 上 は 期 待 で き な い 。 こ の 時 期 の 森 林 の 取 り 扱 い 、 管

理 手 法 に つ い て 、 人 工 林 、 天 然 林 に 分 け て 論 ぜ よ  

１ ． は じ め に  

 １ ９ ８ ０ 年 を ピ ー ク と し て 、 国 産 材 の 価 格 は 低 迷 を

続 け 、 現 在 で は 、 ス ギ の ｍ ３ 当 た り 価 格 が １ 万 円 を 切

る こ と も 珍 し く な く な っ た 。  

 こ の 間 、 林 業 界 は 、 外 材 の 輸 入 圧 力 や 、 地 形 的 ハ ン

デ ィ キ ャ ッ プ 等 を 理 由 に 、 抜 本 的 な 改 革 を 果 た せ ず 、

ま す ま す 、 厳 し い 現 状 を 迎 え て い る 。 こ の 間 、 一 貫 し

て 林 業 普 及 の 最 前 線 に あ っ た 者 と し て 、 責 任 を 感 じ て

い る 。  

２ ． 国 産 材 価 格 低 迷 の 原 因  

価 格 低 迷 の 最 大 の 原 因 は 、 住 宅 供 給 シ ス テ ム の 変 化

で あ る 。  

国 産 材 は 、 小 面 積 な 所 有 経 営 、 森 林 地 域 の 複 雑 な 地

形 条 件 、 外 材 に 比 べ 小 さ い 樹 木 サ イ ズ （ 樹 高 は 最 大 で

も ３ ０ ｍ 程 度 ） 等 の 原 因 に よ り 、 均 質 化 が 難 し い 材 料

で あ る 。 か つ て 、 そ れ を ベ テ ラ ン の 大 工 が 適 材 適 所 に

使 用 す る 住 宅 生 産 シ ス テ ム が 各 地 で 機 能 し て い た が 、

昭 和 ３ ０ 年 代 以 降 の 爆 発 的 な 住 宅 需 要 の 中 で 、 相 対 的

に こ の よ う な 住 宅 生 産 シ ス テ ム が 、 材 料 供 給 面 、 人 材

確 保 の 両 面 か ら 相 対 的 に 減 少 し 、 代 わ っ て 大 量 生 産 型

の 外 材 ・ ハ ウ ス メ ー カ ー ・ 非 熟 練 大 工 に よ る 生 産 シ ス

テ ム が 台 頭 し 、 徐 々 に シ ェ ア を 拡 大 し な が ら 現 在 に 至
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っ て い る と 考 え る 。  

そ れ で も 、 経 済 成 長 と と も に 、 昭 和 ５ ０ 年 ま で 、 木

材 需 要 は 増 大 し 、 ま た 、 チ ェ ン ソ ー の 導 入 、 大 型 集 材

機 に よ る 大 面 積 皆 伐 に よ る 、 生 産 性 の 向 上 が あ り 、 林

業 従 事 者 の 賃 金 も 低 く 維 持 さ れ て い た た め 、 林 業 界 は

特 に 問 題 を 感 じ る こ と な く 、 こ の 課 題 に 協 調 し て 取 り

組 む こ と が で き ず 、 流 通 加 工 体 制 の 見 直 し を 検 討 す る

こ と も な か っ た 。  

３ ． 国 産 材 を 利 用 し て も ら う た め に は  

 地 域 の 材 や 技 術 に こ だ わ っ た 産 直 住 宅 は 、 今 後 と も

一 定 の 規 模 で 生 き 残 っ て い く と 思 わ れ る が 、 ハ ウ ス メ

ー カ ー 等 大 規 模 な ビ ル ダ ー に よ る 供 給 が 主 体 と な る 状

況 は 当 面 変 わ ら な い と 思 わ れ る 。 こ の 中 で 、 国 産 材 を

利 用 し て も ら う た め に は 、 均 質 化 と 大 ロ ッ ト 化 は 避 け

て 通 れ な い 。 し か し 、 地 形 的 、 経 営 的 に 生 産 の 大 ロ ッ

ト 化 は 難 し く 、 広 域 的 な 連 携 に よ り 、 Ｉ Ｔ に よ る 生 産

管 理 を 導 入 す る こ と に よ り 、 分 散 的 に 生 産 さ れ た 材 を

計 画 的 定 量 的 に 供 給 し て い く シ ス テ ム が 期 待 さ れ る 。  

４ ． こ れ か ら の 人 工 林 管 理 手 法  

 地 球 環 境 問 題 に つ い て の 認 識 が 高 ま る 中 で 、 再 生 産

可 能 な 資 源 で あ る 木 材 に も 関 心 が 高 ま り つ つ あ る 。 そ

れ と 同 時 に 、 経 営 管 理 や 、 生 産 ・ 加 工 ・ 販 売 に 要 す る

エ ネ ル ギ ー に つ い て も 注 目 が 集 ま る も の と 思 わ れ る 。  

 ま た 、 森 林 の 持 つ 公 益 的 機 能 の 維 持 に つ い て も よ り

重 視 さ れ る 傾 向 が 強 ま る も の と 思 わ れ る 。  
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 つ ま り 、 よ り 効 率 的 に 、 省 エ ネ ル ギ ー で 木 材 を 生 産

し 、 な お か つ 、 環 境 に 配 慮 し て い く こ と が 、 求 め ら れ

る 。 さ ら に 、 ハ ウ ス メ ー カ ー 等 ユ ー ザ ー の 要 望 に あ っ

た 木 材 を 安 定 的 に 供 給 す る 必 要 が あ る 。  

 現 状 か ら 、 こ れ を 実 現 し て い く た め に は 、 つ ぎ の 手

法 が 考 え ら れ る 。  

①  意 欲 的 森 林 経 営 者 の 登 録 と 、 Ｇ Ｉ Ｓ に よ る 森 林 管 理  

何 ら か の 地 域 セ ク タ ー が 、 森 林 情 報 を 一 元 化 し 、 Ｇ

Ｉ Ｓ に よ る 詳 細 な 森 林 管 理 を 行 い 、 森 林 経 営 者 と 、 製

材 所 等 ユ ー ザ ー の 意 向 を 調 整 し な が ら 、 林 木 の 生 長 情

報 を 勘 案 し 生 産 計 画 を 作 成 す る 。  

②  高 密 路 網 に よ る 効 率 的 生 産  

高 密 路 網 、 高 性 能 林 業 機 械 に よ り 、 小 ロ ッ ト 分 散 的

な 複 雑 な 生 産 計 画 を 効 率 的 に 処 理 す る 。  

③ 不 採 算 林 分 の 天 然 林 化  

 土 壌 条 件 等 に よ り 一 定 以 上 の 成 長 が 見 込 め な い 人 工

林 は 、 強 度 間 伐 等 に よ り 天 然 林 化 を 図 っ て い く 。  

５ ． こ れ か ら の 天 然 林 管 理 手 法  

 現 存 す る 天 然 林 は 、 経 済 的 ・ 慈 善 的 条 件 で 人 工 林 化

が 困 難 な 箇 所 、 あ る い は 、 風 致 的 、 環 境 保 全 的 に 重 要

な 地 域 に 残 さ れ て い る と 考 え ら れ 、 林 業 投 資 を 効 率 的

に 実 施 す る 点 か ら も 、 特 に 、 森 林 の 公 益 的 機 能 発 揮 上

必 要 性 が あ る 場 合 を 除 き 、 自 然 の 遷 移 に 任 せ る こ と が

望 ま し い 。  

 


